
未曾有の被害をもたらした、東日本大震災。

大津波が海沿いの町を飲み込み、多くの建物が流失した。

津波はもとより、地震に対して建物はどのような損害を被ったのか。

被災した宮城県仙台市、大崎市、多賀城市での取材をもとに、緊急報告する。
写真 ● 向田幸二

東日本大震災
ー地震に克つ建築ー

緊 急 特 集



大津波により破壊された木造住宅。基礎と土台だけが残り、上部構造体は流失していた。なかに
は、アンカーボルトが折れ曲がって土台が破壊され、土台ごと流されている状況が確認できた例も
ある（写真左上）

木造住宅をリフォームした、店舗兼
用住宅の被害。もともとの外壁の
上に、新たに外付けの外壁のみを
化粧直しする工事だったと思われ、
耐震的な配慮がされていない

無筋コンクリートブロック塀の破
壊。これまでも無筋コンクリートの
危険性は指摘されており、過去の
地震（震度5～6弱程度）で倒壊し
なかったものでも、改修が必要だ

地盤の沈下により傾いた木造住宅。建物そのも
の耐震性だけではなく、地盤対策の必要性を強
く訴える事例

津波に破壊された
木造住宅

阿武隈川

仙台仙台
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※アメリカ領内を中心に、全世界の緑化や天然資源などを調査している研究機関。地形図・地質図の製作や地震・火山の観測を行っている。United States Geological 
Surveyの頭文字を取った「USGS」という呼称が用いられる
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史
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地
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史
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。
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北
海
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揺
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度
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測
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６
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手
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ら
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に
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る
多
く
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市
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で
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度
６
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を
観
測
し
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［
図
１
］。

　

今
回
の
地
震
は
、
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つ
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上
の
プ

レ
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が
接
す
る
場
所
で
発
生
す
る

「
海
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型
地
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に
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れ
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沈
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む
海
側
の
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レ
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レ
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に
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レ
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（
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こ
う
し
て
生
じ
た
断
層
を
「
逆
断
層
」

と
呼
び
、
断
層
の
傾
斜
角
が
小
さ
い

場
合
を
「
低
角
逆
断
層
」
と
呼
ぶ
［
14

頁
図
３
］。
今
回
の
地
震
の
震
源
断
層

は
、
こ
の
低
角
逆
断
層
で
あ
っ
た
。

　

震
源
の
プ
レ
ー
ト
破
壊
領
域
は
東

地
震
の
特
徴

各地の震度分布図。宮城県栗原市では震度７を観測した。震度７を観測したのは、2004年に発生した新潟県中越
地震以来で7年ぶりであり、日本の観測史上3回目である

図1　各地の震度と震央

2011年3月11日　14時46分　平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震
北緯：38.0°　東経：142.9°　深さ：24㎞（暫定値）　M：9.0（暫定値）

出典= 地震予知総合研究振興会Webサイト
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